
「
李
徴
」

は
じ
め
に

「の
人転
虞生
t五

と
の
比
較
か
ら
見
た

中
島
敦
(
一
九

O
九
1

一
九
四
二
)
の
「
山
月
記
」
の
材
源
が
、

中
間
同
蔚
代
の
小
説
「
人
虎
伝
」
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
絹
知
の
こ

と
と
い
っ
て
よ
い
の
そ
れ
ゆ
え
、
「
山
月
記
」
を
論
じ
る
に
際
し
て
は
、

「
人
虎
伝
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
「
山
月
記
」
の
主
題
や
中
島
文
学

の
特
一
墳
の
析
出
を
行
う
の
が
二
艇
の
定
石
と
も
な
っ
て
お
り
、
す
で

(
内
ア
ニ

に
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
「
山
丹
記
」
研
究
の
現

在
に
あ
っ
て
、
専
家
な
ら
ぬ
身
が
、
い
ま
さ
ら
事
新
し
く
付
け
加
え

る
べ
き
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
よ
う
に
も
見
え
る
。

し
か
し
、
従
来
の
考
察
で
は
、
中
島
が
材
源
を
ど
の
よ
う
に
改
変
・

創
作
し
た
か
を
論
ず
る
こ
と
に
急
な
あ
ま
り
、
「
人
虎
伝
」
そ
の
も

の
の
分
析
は
等
閑
に
付
さ
れ
て
き
た
か
、
極
め
て
お
ざ
な
り
に
す
ま

さ
れ
て
き
た
と
い
う
一
実
情
に
近
い
。
む
ろ
ん
、
「
人
虎
伝
」
は

題
材
に
過
、
ぎ
な
い
従
来
の
研
究
が
「
山
口
付
記
」
の
改
変
部
の

「
山
月
記
」

の
近
代
性

坂

t!1 

口

意
義
や
独
創
性
の
解
明
に
の
み
璃
心
し
て
き
た
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ

と
で
は
あ
る
号
が
し
か
し
、
「
人
虎
伝
」
の
分
析
を
も
踏
ま
え
て
比

較
考
察
を
行
う
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で
闇
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
出

丹
記
」
の
一
回
が
、
陽
商
に
対
す
る
陰
留
の
ご
と
く
浮
か
び
上
が
る

可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
本
格
で
は
、
「
人
虎
伝
」
の
分
析
を
踏
ま
え
、
中
国
学

の
視
鹿
か
ら
「
山
月
記
」
を
照
射
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
見
落
と

さ
れ
て
い
た
「
山
月
記
」
の
側
商
に
も
光
を
当
て
て
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
山
月
記
」
が
「
人
虎
缶
」
の
ど
こ
を
ど
う
改
変
・

付
加
・
削
除
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
諸
家
に
よ
っ
て
大
小
さ

ま
ざ
ま
な
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
今
、
小
説
の
主
題
や
構
造
に

渡
接
関
わ
る
大
き
な
棺
違
点
に
限
る
な
ら
ば
、
次
の
四
点
が
挙
げ
ら

れ
よ
う
。

(66) 

昭

、

に

お

け

る

李

徴

の

人

物

設

定

乙
、
腐
と
化
し
て
か
ら
の
行
動



内
、
環
惨
へ
の
依
頼
の
順
序

了
、
虎
と
化
し
た
原
因

さ
ら
に
こ
の
間
点
は
印
・
丙
の
李
徴
の
人
物
造
却
に
関
わ
る
相

違
点

(I)
と
、
乙
・
丁
の
前
近
代
の
小
説
と
近
代
の
小
説
と
の
性

檎
の
違
い
に
由
来
す
る
相
違
点

(
H
)
と
に
集
約
し
得
る
。
む
ろ
ん
、

こ
の
二
つ
は
異
な
る
性
格
の
も
の
で
は
な
く
、
相
互
に
有
機
的
に
関

連
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
は
使
笈
上
、
こ
の
二
つ
の
観
点
に
分
け

て
、
両
者
の
川
畑
違
点
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

な
お
、
作
品
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
「
人
虎
伝
」
に
は
塩
谷
温
『
苦

痛
小
説
h

(

関
訳
漢
文
大
成
'
文
学
部
第
十
二
巻
、
国
民
文
庫
刊
行
会
、

…
九
一
二

O
)
所
収
の
本
文
を
用
い
、
適
宜
句
読
点
を
改
め
会
話
に
力

、
ギ
括
弧
を
施
す
と
と
も
に
、
清
・
嘉
一
慶
十
一
年
三
八

0
…
)
弁
山

楼
刻
本
影
印
明
協
同
代
議
書
』
(
新
興
需
局
、
一
九
七
二
の
朝
刊
文
を

〔
)
に
入
れ
て
示
し
た
。
ま
た
、
「
山
月
記
」
に
は
『
中
島
敦
全
集
』

l
(
筑
摩
書
一
降
、
二

O
O
一
)
を
用
い
た
が
、
校
訂
者
の
補
っ
た
ル

ピ
は
す
べ
て
省
略
し
た
り

一
、
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
の
相
違
点
I

i
l李
徴
の
人
物
造
型

ー
の
棉
違
点
の
う
ち
、
申
に
つ
い
て
「
人
虎
伝
」
と
「
山

改
変
の
様
相
を
確
認
す
る
こ
と
か
ら

ま
ず
、

始
め
よ
う
。

の
人
物
設
定

甲
、
冒
頭
部
に
お

「
人
虎
伝
」縦

四

李

徴

、

家

於

披

略

。

微

少

博

壊

、

嵐
文
り
弱
冠
従
川
川
府
貫
一
滞
。
持
続
名
士
。
天
資
十
五
載
春
、
妙

ぬ
問
書
右
丞
楊
元
桜
子
、
登
進
士
第
。
後
政
年
、
調
補
江
南
尉
。

徴
性
疎
逸
、
侍
才
術
倣
。
不
能
回
跡
卑
僚
、
営
悶
欝
欝
不
山
娘
、
毎

間
合
曾
蹴
附
、
願
謂
拭
〈
群
官
日
、
「
生
乃
向
斜
、
若
等
潟
伍
耶

〔
邪
〕
。
」
其
僚
友
成
側
目
之
。
及
謝
秩
、
期
退
問
問
遇
、
不
興

人
通
者
、
近
歳
徐
。
後
温
衣
食
、
乃
東
遊
呉
楚
閥
、
以
一
十
都
甑

鶴
間
の
李
徴
は
、
皐
挟
の
子
な
り
。
犠
略
に
家
す
。
徴
少
く
印

し
て
博
学
、
叫
畳
間
く
文
を
属
す
。
弱
冠
に
し
て
州
府
の
貫
に
従
ふ
。

時
に
名
士
と
号
せ
ら
る
つ
天
宝
十
五
裁
の
春
、
尚
窪
田
右
丞
楊
元

の
梼
下
に
於
い
て
、
進
士
の
第
に
登
る
。
後
数
年
、
江
甫
の
尉

に
調
補
せ
ら
る
。
徴
性
腺
逸
、
才
を
侍
み
て
偲
倣
な
り
。
跡

つ
ね

を
卑
僚
に
屈
す
る
能
は
ず
、
嘗
に
欝
欝
と
し
て
楽
し
ま
ず
、
同

舎
の
会
の
既
に
離
な
る
毎
に
、
顧
み
て
其
の
群
宮
に
誤
ひ
て
日

は
く
、
「
生
は
乃
ち
君
等
と
伍
を
為
さ
ん
や
J
と
。
其
の
擦
友

蹴
之
を
側
目
す
の
謝
秩
に
及
べ
ば
、
別
ち
退
き
帰
り
て
関
連
し
、

人
と
通
ぜ
ざ
る
者
、
歳
余
に
近
し
。
後
一
衣
食
に
追
ら
れ
、
乃

ち
東
の
か
た
呉
楚
の
関
に
遊
び
、
以
て
郡
国
の
長
吏
に
干
む
。



iJJ 
月
liff前記
I?g L-

て
名
を

つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
性
、
鍛
介
、

る
一
陣
く
、
践
吏
に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な
か

っ
た
。
い
く
ば
く
も
な
く
官
を
退
い
た
後
は
、
故
山
、
放
略
に

縦
臥
し
、
人
と
交
を
絶
っ
て
、
ひ
た
す
ら
詩
作
に
耽
っ
た
っ
下

吏
と
な
っ
て
長
く
膝
を
俗
惑
な
大
官
の
前
に
屈
す
る
よ
り
は
、

詩
家
と
し
て
の
名
を
死
後
百
年
に
遺
さ
う
と
し
た
の
で
あ
る
の

し
か
し
、
文
名
は
符
易
に
揚
ら
ず
、
生
活
は
呂
を
逐
う
て
苦
し

く
な
る
。
李
徴
は
漸
く
焦
燥
に
腕
ら
れ
て
来
た
。

山
間
月
…
一
一
品
」
で
は
、
「
ひ
た
す
ら
詩
作
に
耽
っ
た
。
」
「
詩
家
と
し
て

を
死
後
百
年
に
遺
さ
う
と
し
た
の
で
あ
る
α

」
と
あ
る
よ
う
に
、

の
詩
人
と
し
て
の
側
阪
が
強
調
さ
れ
て
い
る
が
、
「
人
虎
伝
」

一
人
公
に
そ
の
よ
う
な
性
格
は
付
与
さ
れ
て
い
な
い
。
「
善
隣
糊

と
の
記
述
は
見
え
る
も
の
の
、
そ
れ
は
進
士
に
応
ず
る
者
な
ら

ば
ヨ
然
備
え
て
い
る
べ
き
資
質
を
い
っ
た
ま
で
で
あ
っ
て
、

記

」

ほ

ど

に

は

詩

ー

問

替

を

見

せ

て

い

な

い

っ

た

改

変

に

つ

い

て

、

「

物

語

に

詩

人

と

い

る
必
然
性
に

。〕

る
こ
と

こ
う
し

ぷ¥ふ
4
4

d
ペ・公
1中
島
の

べ
き
決
意
が
あ

る。」か人
ザ
}
、

;

{

 

同
の
街
所
に
つ
い
て
見
る
の

表
傍
へ
の
依
頼
の
順
序

「
人
虎
告
」乃
日
、
「
高
砂
人
世
旦
無
資
業
。
有
子
命
維
、
問
問
難
自
謀
。

君
佼
列
間
行
、
素
乗
問
的
義
。
昔
日
之
分
、
山
一
息
他
人
能
右
哉
。
必

留
一
念
放
(
孤
弱
。
時
服
郎
之
〔
其
乏
)
、
無
防
明
確
死
妙
遁
途
、
亦

恩
之
大
者
J

一
一
一
一
同
日
又
悲
泣
。
惨
亦
泣
日
、
「
惨
輿
足
下
休
戚
同

一
叫
ん
将
。
熱
剤
足
下
子
亦
一
修
子
也
。
嘗
カ
遁
…
〔
刑
制
〕
厚
命
。
又
何
鹿

其
不
受
哉
J

虎
日
、
「
我
有
欝
文
数
十
篇
、
米
行
拾
代
。
錐
有

遺
襲
、
議
議
散
滞
。
君
掲
我
簿
銭
。
誠
不
能
列
文
人
之
口
〔
戸
〕

閥
、
然
亦
費
崩
御
妙
子
孫
也
。
」
修
部
呼
僕
命
筆
、
随
其
日
常
一
問
。

近
二
十
ぃ
模
。
文
革
局
、
理
接
選
。
関
而
歎
者
、
一
七
静
一
狩
一
一
一
。
虎

日
、
「
此
喜
平
生
之
業
也
。
又
安
得
寝
部
一
小
博
敗
。
」
一
段
又
日
、
「
五
日

欲
掲
詩
一
篇
。
義
欲
表
各
外
雄
典
、
而
中
無
所
典
。
亦
欲
以
準

語
懐
而
線
五
口
償
也
J

修
復
命
吏
以
築
授
之
。
持
日
、
・

乃
ち
日
は
く
、
「
吾
人
世
に
於
い
て
足
つ
資
業
無
し
。
子
有

る
も
尚
ほ
稚
く
、
間
よ
り
お
ら
謀
り
難
し
。
君
は
位
周
行
に
列

Lm

エ
uac

し
、
素
よ
り
問
義
を
乗
る
つ
昔
日
の
分
、
宣
に
他
人
能
く
右
ら

υ

必
ず
党
ハ
の
孤
弱
を
念
ふ
を
望
む
の
時
に
之
を
賑
雌
し
〔
廿
件
、

し
き
を
賑
ひ
)
、
道
途
に
碍
死
せ
し
む
る
無
く
ん
ば
、
姉

の
大
な
る
お
側
な
り
J
と
。
一
一
一
一
口
ひ
己
は
り
て
又
悲
泣
す
。

て
日
は
く
、
「
惨
と
足
下
と
は
休
戚
問
じ
。

(68) 



ら
ば
射
ち
足
下
の
子
は
亦
た
惨
の
子
な
り
。
当
に
カ
め
て
惇
命

小

川

制

ふ

〕

べ

し

っ

又

ん

や

の

」

は
く
、
「
我
に

と?し
山
}
。

斗

4
9
v
l

{参る
BI] もに
ち、伝

僕然録
をれせ
11子どよ
びも

~'F 誠
たに
文
人
の 1
n 

、
品
為
、
。

ふ
屯
り
」

ル」。し
む

の
業
な
り
。

へ
ざ
る
を
得
ん
」
と
。
既
に
し
て

フ
く

又
日
は
く
、
川
を
為
ち
ん
と
欲
す
。
議
し
一
札
口
が
外
異

な
り
と
離
も
、
一
向
も
中
は
異
な
る
所
無
き
を
表
さ
ん
と
欲
す
れ

ば
な
り
。
亦
た
以
て
一
札
口
が
慎
ひ
を
道
ひ
て
、
督
、
が
憤
り
を
捕
べ

ん
と
欲
す
る
な
り
J

と
。
惨
復
た
吏
に
命
じ
て
筆
を
以
て
之

し

む

。

日

は

く

、

に}サ?
、で

さ
う
だ
っ
己
が
す
っ
か
り
人
間
で
な
く
な
っ
て
了
ふ
前

ど
閣
総
き
度
い
こ
と
が
あ
る
の

一
行
は
、
怠
を
の
ん
で
、

の
諮
る
不

じ
め

思
議
に
綿
入
っ
て

他
で
も
な
い

十品

A
H
T

'
t
Y
4岱
n
q
I
R

自
分
は
一
兆
来
詩
人
と
し
て
名
を
成
す
積
り
で

し

か

も

、

る

に

、

こ

の

運

命

つ

曾

て

作

る

所

開

よ

り

、

ま

だ

肢

に

行

は

れ

て
を
ら
ぬ
っ
泣
稿
の
所
在
も
最
間
十
判
ら
な
く
な
っ
て
ゐ
ょ
う
。

所
で
、
そ
の
中
、
今
も
肉
記
一
諭
せ
る
も
の
が
数
十
あ
る
の
之
を

我
が
偽
に
侍
録
し
て
裁
き
皮
い
の
だ
。
何
も
、
之
に
の
っ
て
…

づ叫ゐ

人
前
の
詩
人
耐
を
し
た
い
の
で
は
な
い
。
作
の
巧
拙
は
知
ら
ず
、

と
に
か
く
、
療
を
破
り
心
を
狂
は
せ
て
迄
自
分
が
生
探
そ
れ
に

執
着
し
た
所
の
も
の
を
、
，
部
な
り
と
も
後
代
に
博
へ
な
い
で

は
、
死
ん
で
も
死
に
切
れ
な
い
の
だ
。

ゑ
ん
さ
ん

設
惨
は
部
下
に
命
じ
、
築
を
執
っ
て
叢
中
の
磐
に
随
っ
て
書

き
と
ら
せ
た
。
学
徴
の
諜
は
叢
の
中
か
ら
朗
々
と
響
い
た
の
一
出
火

師
一
凡
そ
一
一
一
十
籍
、
格
調
高
雅
、
意
趣
事
逸
、
一
議
し
て
作
者
の

才
の
非
凡
を
思
は
せ
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
裳
惨

は
感
嘆
し
な
が
ら
も
漠
然
と
次
の
様
に
感
じ
て
ゐ
た
。
成
穂
、

作
者
の
素
一
誌
が
第
一
流
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
ひ
な

い
。
し
か
し
、
こ
の
鐙
で
は
、
第
一
流
の
作
品
と
な
る
の
に
は
、

何
鹿
か
(
非
常
に
微
妙
な
貼
に
診
て
)
紋
け
る
所
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
。

、
d
J

相明。

7
0
十
f

(69) 

っ
た
李
徴
の
撃
は
、
突
然
調
子
を
援
へ
、
白

っ
た
。

ら
を
酬
明
る
が
如
く
に

、
、
、
、
、

い
こ
と
だ
が
、
今
で
も
、
こ
ん
な
あ
さ
ま
し
い
身
と
成



り
果
て
で
も
、
己
は
、
己
の
詩
集
が
長
安
風
流
人
士
の
机

しが
H
h
常晶司

の
上
に
議
か
れ
て
ゐ
る
援
を
、
夢
に
見
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

場
競
の
中
に
横
た
は
っ
て
見
る
夢
に
だ
よ
。
噛
っ
て
呉
れ
。
詩

ゑ
ん
さ
ん

人
に
成
り
そ
こ
な
っ
て
虎
に
成
っ
た
哀
れ
な
労
を
。
(
裳
惨
は

昔
の
青
年
李
徴
の
自
糊
癖
を
忠
出
し
な
が
ら
、
哀
し
く
開
い
て

お
も
ひ

ゐ
た
。
)
さ
う
だ
。
お
笑
ひ
革
つ
い
で
に
、
今
の
壊
を
部
席
の

詩
に
述
べ
て
見
ょ
う
か
。
こ
の
虎
の
中
に
、
ま
だ
、
曾
て
の
李

徴
が
生
き
て
ゐ
る
し
る
し
に
の

裳
修
は
又
下
吏
に
命
じ
て
之
を
書
き
と
ら
せ
た
っ

ふり

そ
の
詩
に
一
一
一
日

最
門
川
十
、
別
れ
を
告
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
酔
は
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
、

(
虎
に
還
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
時
が
)
近
づ
い
た
か
ら
、
と
、
李
徴

の
概
算
が
一
一
一
一
口
っ
た
。
だ
が
、
お
別
れ
す
る
前
に
も
う
一
つ
頼
み
が

あ
る
の
そ
れ
は
我
が
妻
子
の
こ
と
だ
の
彼
等
は
未
だ
披
略
に
ゐ

る
の
間
よ
り
、
己
の
運
命
に
就
い
て
は
知
る
筈
が
な
い
。
殺
が

南
か
ら
締
っ
た
ら
、
己
は
一
協
に
死
ん
だ
と
彼
等
に
告
げ
て
覧
へ

な
い
だ
ら
う
か
の
決
し
て
今
日
の
こ
と
だ
け
は
明
か
さ
な
い
で

欲
し
い
。
厚
か
ま
し
い
お
顕
だ
が
、
彼
等
の
孤
弱
を
憐
れ
ん
で
、

と

う

と

さ

と

う

今
後
と
も
滋
塗
に
飢
凍
す
る
こ
と
の
な
い
や
う
に
計
ら
っ
て
戴

4
H
A
a
F
 

け
る
な
ら
ば
、
自
分
に
と
っ
て
、
思
伴
、
之
に
過
、
ぎ
た
る

、A
0

3
h
v
 

一
一
一
一
日
終
っ
て
、
叢
中
か
ら
働
突
の
撃
が
問
え
た
。
裳
も
亦
涙
を

詑
べ
、
欣
ん
で
李
徴
の
一
意
に
部
ひ
度
い
旨
を
答
へ
た
。
李
徴
の

撃
は
併
し
忽
ち
又
先
刻
の
自
剛
的
な
調
子
に
戻
っ
て
、
一
一
一
回
っ
た
。

本
嘗
は
、
先
づ
、
此
の
事
の
方
を
先
に
お
願
ひ
す
べ
き
だ
っ

た
の
だ
、
己
が
人
間
だ
っ
た
な
ら
。
相
側
ゑ
凍
え
よ
う
と
す
る
妻

お
の
れ

子
の
こ
と
よ
り
も
、
己
の
乏
し
い
詩
業
の
方
を
集
に
か
け
て
ゐ

お
と

る
様
な
男
だ
か
ら
、
こ
ん
な
獣
に
身
を
龍
一
す
の
だ
。

緋
か
長
い
引
用
と
な
っ
た
が
、
こ
の
部
分
の
「
山
月
記
」
の
改
変

は
、
李
徴
の
詩
業
へ
の
執
着
ぶ
り
を
形
象
化
し
た
も
の
と
し
て
、
夜
間
口

(4) 

に
値
す
る
。
す
で
に
演
川
勝
彦
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
こ
の
願
序

の
入
れ
替
え
は
、
李
徴
の
お
そ
ろ
し
い
ま
で
の
執
念
を
強
調
す
る
為

の
も
の
で
あ
っ
た
」
に
違
い
な
い
。

し
か
も
、
「
山
月
記
」
の
こ
の
部
分
は
、
ほ
と
ん
ど
が
極
め
て
溜

折
し
た
李
徴
の
独
自
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
時
に
自
明

を
交
え
つ
つ
、
執
劫
な
ま
で
の
自
己
分
析
が
試
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
「
人
虎
低
」
と
「
山
月
記
」
と
の
小
説
と
し
て
の
性
格
の

い
が
浮
か
び
上
が
る
。
次
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

一
一
、
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
の
相
違
点
E

2
1
i
小
説
と
し
て
の
性
格
の
相
違

乙
の
部
分
に
つ
い
て
比
較
す
る
。

(70) 

ま
ず
、



乙
、
虎
と
化
し
て
か
ら
の
行
動

「
人
虎
伝
」及

蹴

其

肱

柳

、

則

有

〔

班

〕

心

高

奥

之

。

脱

出

臨

渓
一
照
影
、
日
成
虎
突
。
悲
働
良
久
。
然
的
不
忍
捜
一
〔
捜
〕
生
物

食
塩
。
説
久
銚
不
可
忍
、
港
取
山
中
腹
本
猿
兎
充
食
。
又
久
諸

獣
皆
迷
避
無
所
得
、
飢
金
甚
ο

一
日
有
婦
人
従
山
下
遇
。
時
正

鍛
泊
、
俳
倒
数
問
、
不
能
自
禁
、
港
取
一
向
食
。
殊
究
甘
美
。
今

設
(
首
飾
、
猶
症
綴
石
之
下
也
。
白
血
此
見
聞
泊
所
乗
者
・
徒
陥
行
者
・

負
服
趨
者
・
翼
同
期
者
・
喝
鶴
市
馳
者
、
カ
之
所
及
、
惑
檎
而
臨

〔
暇
)
之
一
立
議
、
率
以
鵡
常
。

其
の
肱
棋
を
視
る
に
及
び
て
は
、
別
ち
〔
班
〕
毛
の
生
ず
る

有
り
。
心
に
甚
だ
之
を
呉
し
む
。
践
に
し
て
渓
に
臨
み
て
影
を

照
ら
せ
ば
、
巳
に
虎
と
成
れ
り
。
悲
働
す
る
こ
と
良
久
し
。
然

ムM

れ
ど
も
尚
ほ
生
物
を
撮
み
〔
撮
り
)
て
食
ら
ふ
に
忍
び
ざ
る
な

り
の
慨
に
久
し
く
し
て
飢
ゑ
て
忍
ぶ
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
迭
に
山

中
の
鹿
家
持
兎
を
取
り
て
食
に
充
つ
。
又
久
し
く
し
て
諸
獣
皆

遠
く
避
け
て
得
る
所
無
く
、
飢
ゑ
益
5
甚
だ
し
。
一
日
婦
人
の

山
下
よ
り
過
ぐ
る
有
り
。
時
に
正
に
額
ゑ
追
り
、
排
相
似
す
る
こ

と
数
回
、
自
ら
禁
ず
る
能
は
ず
、
遂
に
取
り
て
食
ら
ふ
。
殊
に

甘
美
な
る
を
覚
ゆ
。
今
其
の
普
飾
、
強
ほ
巌
お
の
下
に
在
る
な

り
。
是
れ
よ
り
裂
し
て
乗
る
者
・
徒
し
・
負
ひ
て
趨

る
者
・
翼
あ
り
て
期
る
者
・
議
あ
り
て
馳
す
る
者
を
見
れ
ば
、

力
の
及
ぶ
所
、
悉
く
矯
へ
て
之
を
組
み
(
阻
ら
ひ
〕
て
立
ち
ど

こ
ろ
に
尽
く
す
を
、
率
ね
以
て
常
と
為
す
。

筑
が
付
く
と
、
手
先
や
肱
の
あ
た
り
に
毛
を
生
じ
て
ゐ
る
ら
し

い
の
少
し
明
る
く
な
っ
て
か
ら
、
谷
川
に
臨
ん
で
姿
を
映
し
て

見
る
と
、
税
に
虎
と
な
っ
て
ゐ
た
。
自
分
は
初
め
般
を
信
じ
な

か
っ
た
。
次
に
、
之
は
夢
に
謹
ひ
な
い
と
考
へ
た
。
夢
の
中
で
、

之
は
夢
一
だ
ぞ
と
知
っ
て
ゐ
る
や
う
な
夢
を
、
自
分
は
そ
れ
迄
に

見
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
。
ど
う
し
て
も
夢
で
な
い
と
憎
ら
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
時
、
自
分
は
楚
然
と
し
た
。
さ
う
し
て
憐
れ

た
の
全
く
、
ど
ん
な
事
で
も
起
り
得
る
の
だ
と
思
う
て
、
深
く

憐
れ
た
。
し
か
し
、
何
故
こ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
だ
ら
う
の
分

ら
ぬ
。
全
く
何
事
も
我
々
に
は
何
ら
ぬ
。
理
由
も
分
ら
ず
に
押

付
け
ら
れ
た
も
の
を
大
人
し
く
受
取
っ
て
、
理
由
も
分
ら
ず
に

生
き
て
行
く
の
が
、
我
々
生
き
も
の
の
さ
だ
め
だ
。
自
分
は
直

ぐ
に
死
を
想
〉
っ
た
の
し
か
し
、
其
の
時
、
眼
の
前
を
一
匹
の
兎

が
駈
け
過
ぎ
る
の
を
見
た
途
端
に
、
自
分
の
中
の
人
間
は
忽
ち

姿
を
治
し
た
。
再
び
r

自
分
の
中
の
人
闘
が
尽
を
A

覚
ま
し
た
時
、

ま
み

自
分
の
口
は
兎
の
血
に
塗
れ
、
あ
た
り
に
は
兎
の
毛
が
散
ら
ば

っ
て
ゐ
た
。
之
が
虎
と
し
て
の
最
初
の
経
験
で
あ
っ
た
。
そ
れ

(71) 



以
来
今
迄
に
ど
ん
な
所
行
を
し
綴
け
て
来
た
か
、

語
る
に
認
び
な
い
の

「
人
虎
松
」
一
が
、
飢
え
に
迫
ら
れ
て
人
砲
を
襲
っ
て
食
う
に

ま
で
の
状
況
を
事
細
か
に
叙
し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
出
月
記
」
で

は
限
前
を
駈
け
過
ぎ
た
兎
を
襲
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
に
止
め
、
「
そ

れ
以
来
今
迄
に
ど
ん
な
所
行
・
を
し
鱗
け
て
来
た
か
、
そ
れ
は
到
絞
諮

る
に
忍
び
な
い
a

」
と
、
そ
の
後
の
行
動
を
伏
せ
て
諮
ら
な
い
の
は
、

両
者
の
小
説
と
し
て
の
性
格
の
違
い
を
端
的
に
物
語
る
も
の
で
あ
ろ

う
の
「
人
虎
伝
」
は
、
棲
惨
・
猟
奇
的
な
描
写
を
交
え
て
読
者
の
興

味
を
刺
激
し
つ
つ
、
人
が
虎
に
化
す
と
い
う
懐
異
な
出
来
事
を
語
ろ

う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
山
月
記
」
の
関
心
は
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
は
な
く
、
専
ら
虎
と
な
っ
た
李
徴
の
内
的
背
悩
に
焦
点
、
が
当
て

ら
れ
て
い
る
の
山
敷
和
男
は
こ
れ
を
、
残
酷
を
残
酷
と
し
て
容
赦
な

く
描
く
「
野
生
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
(
芥
川
龍
之
介
)
の
「
人
虎
伝
」
と
、

官
制
な
内
尊
心
と
尊
大
な
議
恥
心
」
の
所
有
者
で
あ
る
近
代
人
を

(

戸

市

)

取
し
た
「
山
月
記
」
と
の
人
間
観
の
相
違
と
し
て
把
損
す
る
の

で
は
ち
一
j
の
部
分
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

、
虎
と
化
し
た
原
因

そ
れ
は
判
的
底

惨
路
之
熔
日
、

A
Y中
旬
以
司
、

小

-nM
・d
u戸
づ

f

」我

怒 m
L!い 7

iゴー
ノ7

{守 ノ円¥

機
造
物
、
開

「
治
之
L
J
d
r打、

無
親
疎
浮
薄
之
問
問
。
若
輩
(
所
遇
之
時
、
所
遭
之
数
、
吾
又
不
知

也
。
曜
、
顔
子
之
不
幸
、
舟
有
斯
」
段
、
尼
父
常
深
歎
之
失
。
若

反
求
其
所
白
根
、
間
告
亦
有
之
怠
〈
。
不
知
定
図
此
乎
。
五
口
遇
故

人
、
別
無
所
自
俊
也
。
五
口
常
記
之
。
紗
爵
揚
郊
外
、
堂
開
私
一
嬬

帰
。
宜
(
家
務
知
之
、
常
有
害
我
心
。
嬬
婦
出
是
不
得
再
合
。
五
日

間
乗
風
縦
火
、
一
家
数
人
議
焚
殺
之
市
去
。
此
錆
恨
縮
。
」

惨
之
を
覧
て
第
き
て
日
は
く
、
「
君
の
才
行
、
我
之
を
知
れ

り
〔
る
こ
と
久
し
〕
。
市
も
君
此
に
至
れ
る
は
、
君
平
生
自
ら

領
む
こ
と
有
る
無
き
を
得
ん
や
。
」
と
。
虎
日
は
く
、
「
二
儀
の

物
を
造
る
や
、
間
よ
り
親
疎
厚
薄
の
間
無
か
ら
ん
。
廿
品
川
の
遇
ふ

所
の
時
、
選
ふ
所
の
数
の
ご
と
き
は
、
我
又
知
ら
ざ
る
な
り
。
略
、

か
っ

顔
、
子
の
不
幸
、
出
汁
に
斯
の
疾
荷
り
、
尼
父
常
て
深
く
之
を
歎
ぜ

り
つ
若
し
奨
の
自
ら
恨
む
所
を
皮
求
せ
は
、
別
ち
一
札
口
亦
た
之
れ

有
り
。
定
め
て
此
に
関
る
を
知
ら
ざ
ら
ん
や
の
一
札
口
故
人
に
遇
へ

ば
、
別
ち
自
ら
援
す
所
探
き
な
り
。
語
常
に
之
を
記
す
。
南
陽

の
郊
外
に
於
い
一
嫡
婦
に
私
す
。
其
の
家
窃
か
に
之
を

知

り

、

る

心

有

り

。

嬬

婦

は

是

に

出

り

て

再

び

土
な

て
腕
に
乗
じ
て
火
を
縦
ち
、
…
家
数
人

此
を
恨
み
と
為
す
の
み
。
」
と
。

る

ム
ロ
ふ
尽
く
之
を
唆
殺
し
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何
故
こ
ん
な
運
命
に
な
っ
た
か
判
ら
ぬ
と
、

っ
た



が
、
し
か
し
、
考
へ
や
う
に
依
れ
ば
、
削
指
ひ
諮
る
こ

な
い
で
も
な
い
の
人
間
で
あ
っ
た
時
、
己
は
努
め
て
人
と

を
避
け
た
。
人
々
は
己
を
悩
倣
だ
、
鎗
大
だ
と
い
っ
た
σ

そ
れ
が
殆
ど
議
恥
心
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
人
々
は
知

ら
な
か
っ
た
の
勿
論
、
曾
て
の
郷
議
の
鬼
才
と
い
は
れ
た
自
分

に
、
臼
尊
心
が
無
か
っ
た
と
は
ぷ
は
な
い
の
し
か
し
、
そ
れ
は

臆
病
な
自
得
心
と
で
も
い
ふ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
-
U
は
詩
に

よ
っ
て
名
を
成
さ
う
と
思
ひ
な
が
ら
、
進
ん
で
師
に
就
い
た
り
、

求
め
て
詩
友
と
交
っ
て
切
椛
琢
瞬
に
努
め
た
り
す
る
こ
と
を
し

な
か
っ
た
の
か
と
い
っ
て
、
又
、
己
は
的
物
の
間
に
伍
す
る
こ

と
も
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。
共
に
、
我
が
臆
病
な
自
尊
心
と
、

お
の
れ

一
尊
大
な
議
恥
心
と
の
所
鎚
で
あ
る
。
己
の
珠
に
非
ざ
る
こ
と
を
お
の
れ

慣
れ
る
が
故
に
、
敢
て
刻
背
し
て
い
桝
か
う
と
も
せ
ず
、
又
、
己

の
珠
な
る
べ
き
を
半
ば
信
ず
る
が
故
に
、
時
々
と
し
て
瓦
に
伍

お
れ

す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
己
は
次
第
に
世
と
縦
れ
、
人
と

迷
ざ
か
り
、
償
問
と
斬
叫
ん
蕊
と
に
よ
っ
て
徒
主
己
の
内
な
る
臆
病

、
、
、
、
、

な
自
得
心
を
飼
ひ
ふ
と
ら
せ
る
結
果
に
な
っ
た
。
人
間
は
誰
で

も
猛
獣
使
で
あ
り
、
そ
の
強
獣
に
潜
る
の
が
、
各
人
の
性
情
だ

と
い
ふ
。
己
の
場
合
、
こ
の
尊
大
な
義
恥
心
が
猛
獣
だ
っ

だ
っ
た
の
だ
。
之
が
己
を
損
ひ
、
妻
子
を
苦
し
め
、

つ
け
、
て
は
、
己
の
外
形
を
斯
く
の
如
く
、

友
人
を

内
心
に
ふ
さ

は

し

い

も

の

へ

て

f
っ
た
の
だ
の

「
人
虎
伝
」
が
、
虎
と
化
し
た
原
因
を
、
読
通
し
て
い
た
寡
婦
と

逢
瀬
を
邪
鐙
だ
で
さ
れ
た
腹
い
せ
に
、
火
を
放
っ
て
そ
の
家
族
全

を
燐
き
殺
し
た
懇
行
に
求
め
、
因
果
応
報
の
考
え
に
よ
っ
て
説
明

し
て
い
る
の
に
対
し
、
「
山
月
記
」
は
、
そ
れ
を
自
己
の
性
情
、
す

な
わ
ち
「
臆
病
な
自
尊
心
と
尊
大
な
拍
車
恥
心
」
の
所
為
で
あ
る
と
分

(6) 

析
す
る
の
山
崎
一
穎
の
い
う
ご
と
く
、
二
人
虎
伝
』
、
が
李
徴
の
凶
果

応
報
伝
と
し
て
抱
え
て
い
る
の
に
、
『
山
月
記
加
は
そ
れ
を
心
の
問

題
に
還
元
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
岸
達
志
は
「
概

…
一
一
目
す
れ
ば
こ
の
虎
の
応
答
が
‘
庸
代
傍
奇
小
説
人
虎
伝
を
、
近
代
小

説
山
月
記
と
し
て
点
構
さ
せ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
」
と
述

(73) 

" 

諸
家
の
一
一
一
一
け
を
踏
ま
え
な
、
が
ら
、
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」

の
畑
違
に
つ
い
て
概
観
し
た
が
、
こ
の
う
ち
、
中
国
学
の
立
場
か
ら

見
て
と
り
わ
け
興
味
深
い
の
は
、
他
な
ら
ぬ
丙
の
部
分
で
あ
る
。
こ

の
丙
の
改
変
が
示
峻
す
る
も
の
は
何
な
の
か
、
次
に
部
同
ん
を
述
べ
て

み
よ
う
。

、
「
人
虎
伝
」
に
お
け
る
依
頼
の
顕
序
が
示
す
も
の

丙
の
改
変
、
が
、
「
山
月
記
」
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
て

い
た
か
に
つ
い
て
は
す
で
に
瞥
見
し
た
が
、
こ
こ
に
今
あ
ら
た
め
て



問
題
に
し
た
い
の
は
、
で
は
な
ぜ
「
人
虎
伝
」
で
の
生
活
の

援
助
が
優
先
さ
れ
、
日
間
の
伝
録
が
後
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点

で
あ
る
。
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
が
、
「
山
月
記
」
の
よ
う
に
詩
人
と
し

て
造
型
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
は
当

然
の
こ
と
か
も
知
れ
な
い
っ
し
か
し
ら
「
山
月
記
」
ほ
ど
で
は
な
い

に
し
ろ
、
「
比
一
卦
子
生
之
業
也
、
又
安
得
寝
而
不
停
一
歎
J
の
一
一
一
一
口
も
あ

り
、
そ
れ
な
り
の
執
着
は
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
「
人

虎
伝
」
の
依
頼
の
順
序
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
価
犠
観
に
基
づ
い

て
選
択
さ
れ
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
佐
々
木

充
は
「
こ
れ
は
縮
か
に
人
間
的
な
態
度
だ
と
云
っ
て
も
い
い
。
し
か

し
や
は
り
余
り
に
も
常
識
的
に
す
ぎ
る
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
る

{8) 

が
、
そ
の
「
常
識
」
と
は
果
た
し
て
寂
々
が
考
え
る
常
識
と
同
じ
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
私
克
に
よ
れ
ば
、
こ
の
問
題
を
解
く
カ
ギ
は
、
「
有

子
向
稚
」
の
抑
…
解
、
就
中
「
有
子
」
の
解
釈
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
の
こ
こ
に
い
う
「
有

f
向
稚
」
の
「
子
」
と
は
、
恐
ら
く
男
女
の

い
ず
れ
を
も
含
む
子
ど
も
一
般
を
指
す
の
で
は
あ
る
ま
い
り
そ
の
こ

と
は
、
次
の
よ
う
な
例
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。

天
授
三
年
、
浦
河
張
鈴
、
国
官
家
紗
衡
州
。
性
簡
静
、
第
知
友
。

無
子
、
有
女
一
一
人
の
(
掛
川
・
陳
玄
祐
「
離
魂
記
」
)

清
河
の
張
錦
、
官
に
鴎
り
て
衡
州
に
家
す
っ

子
被
く
、

l
'
 

山
仰
げ
こ

J

ァ、

4
9ぉ
p
u
'
'
u
v
'
S
2
・、，

娘
二
人
が
い
る
の
に
「
無
子
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
こ
の

が
男
子
、
そ
れ
も
跡
継
ぎ
と
な
る
男
の
子
を
指
し
て
い
る
か
ら
で
あ

λ
ゴつ。

の
虞
翻
「
興
弟
書
(
弟
に
与
ふ
る
警
)
」
に
は
、

次
の
よ
う
な
例
も
見
え
て
い
る
。

有
数
頭
男
、
皆
如
奴
僕
。
伯
安
雄
療
、
諸
児
不
及
。
鶴
我
所
生
、

有
児
無
子
。
(
清
・
厳
可
均
「
全
一
一
一
国
文
」
巻
六
十
八
)

数
一
般
の
男
有
る
も
、
皆
奴
僕
の
如
し
。
伯
安
は
痴
な
り
と
躍
も
、

諸
児
及
ば
ず
。
我
が
所
生
を
観
る
に
、
児
有
る
も
子
無
し
。

こ
こ
で
は
、
数
人
の
男
子
が
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
「
無
子
」
と

い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
が
単
な
る
男
子
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
跡
継
ぎ
と
な
る
べ
き
男
子
と
の
限
定
さ
れ
た
意
味
で
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
、
ほ
ぼ
疑
い
を
容
れ
な
い
。

以
上
の
用
例
に
徴
す
れ
ば
、
「
人
虎
伝
」
の
「
有
子
向
推
」
の
「
子
」

も
、
家
の
跡
継
ぎ
と
し
て
の
男
子
と
見
て
不
可
は
な
い
。
そ
し
て
、

儒
教
倫
理
が
人
々
の
思
考
や
価
値
観
を
規
定
し
て
い
た
前
近
代
の
中

国
社
会
に
あ
っ
て
、
男
子
が
家
の
世
継
ぎ
と
し
て
い
か
に
重
視
さ
れ

て
い
た
か
は
、
様
々
な
文
献
か
ら
も
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
例

沿
づ

え
ば
、
東
晋
の
胸
淵
間
的
「
命
子
(
子
に
命
く
)
」
に
は
、
次
の
ご
と

き
句
が
見
え
て
い
る
つ

一
千
之
搾

ま
た
、
三
国
・

(74) 
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罪



後
知
き
を
急
と
為
す

克
え
る
「

指
し
て

一f
T
、

ふ
り
大
な
る
は

無
後
矯
大
。
(
不

後
奴
き
を
大
な
り
と
為
す
の
ご
と
あ
る
の
を
踏
ま
え

た
も
の
で
、
品
川
子
』
の
当
該
部
分
に
付
さ
れ
た
越
岐
訟
に
「
不
安

無
子
、
絡
先
組
組
、
一
二
一
小
孝
也
。
(
嬰
ら
ず
し
て
子
無
く
、
先
祖
の

配
を
絶
つ
は
、
一
一
一
の
不
孝
な
り
。
)
」
と
あ
る
の
を
も
参
考
に
す
れ
ば
、

「
も
ろ
も
ろ
の
鐸
の
中
で
も
、
世
継
ぎ
が
な
く
祖
先
の
祭
配
を
絶
や

す
不
孝
こ
そ
最
大
の
も
の
だ
。
」
と
の
意
味
と
な
る
。

ま
た
、
壊
の
社
南
「
兵
車
行
」
に
兇
植
え
る
次
の
例
も
、
こ
う
し
た

男
子
章
一
視
の
価
値
観
か
ら
発
想
さ
れ
た
匂
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

ず

Q
O

信
知
生
男
思

反
庭
生
女
好

午
一
女
強
得
嫁
比
郷

…
四
回
に
知
る
男
を
生
む
は
凶
悪
し
く

反
っ
て
是
れ
女
を
生
む
は
好
き
を

女
を
生
ま
ば
猶
ほ
比
隣
に
嫁
す
る
を
得

る
も
男
を
生
ま
ば
埋
没
し
て
百
草
に
随
は
ん

こ
の
匂
は
、
「
戦
場
で
朽
ち
果
て
る
運
命
の
男
子
よ
り
も
、
近
所

に
嫁
に
や
れ
る
女
子
を
生
ん
だ
ほ
う
が
ま
だ
ま
し
だ
J

と
述
べ
る

こ
と
で
、
苛
酷
な
撤
兵
を
強
い
る
政
治
の
あ
り
ょ
う
を
激
し
く
指
弾

し
た
も
の
で
あ
る
が
、

た
め
に
は
、

と
し

そ
れ
が
政
治
批
判
の
表
現
と
し
て
機
能
す
る

継
ぎ
と
し
て
重
視
す
る
心
性
が
社
会
に
確
聞

て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
か
か
る

せ
る
こ
と
で
政
治
の
現
状
を
批
判

{9} 

す
る
表
現
は
、
つ
と
に
悶
・
貌
の
陳
琳
「
飲
馬
長
城
蔵
行
」
や
、

背
の
楊
泉
『
物
理
論
』
(
北
鵠
'
都
道
元
町
水
経
控
』
巻
一
一
一
「
潟
水
一
一
一
」

所
引
)
が
引
く
秦
の
民
歌
に
も
見
え
て
お
り
、
す
で
に
長
い
伝
統
を

持
っ
て
い
た
っ
そ
れ
は
逆
に
、
世
継
ぎ
た
る
男
子
重
視
の
心
性
、
が
、

連
綿
と
し
て
人
々
の
価
値
観
を
支
配
し
て
き
た
こ
と
で
も
あ

{
竹
川
}

る
だ
ろ
う
の

(75) 

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
「
人
虎
伝
」
の
李
徴
、
が
「
有
子
俗
稚
、

国
難
臼
謀
。
い
と
い
い
、
「
必
望
念
批
(
孤
弱
。
一
五
々
」
と
述
べ
て
、
我

、
が
子
の
後
見
を
裳
惨
に
依
頼
し
て
い
る
の
も
、
世
継
、
ぎ
で
あ
る
息
子

の
天
折
に
よ
っ
て
槌
先
の
祭
杷
を
絶
や
す
事
態
に
な
る
こ
と
を
畏
れ

て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
「
人

虎
伝
」
の
李
徴
、
が
、
詩
の
伝
録
よ
り
も
ま
ず
妻
子
の
生
活
の
援
助
を

依
頼
し
て
い
る
の
も
、
当
時
の
心
性
に
照
ら
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、

極
め
て
当
然
の
こ
と
な
の
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
に
家
の
継
続
を
重
視
す
る
心
性
が
強
間
に

人
々
の
髄
髄
観
を
支
配
し
て
い
た
前
近
代
の
中
患
の
社
会
に
あ
っ
て
、

い
く
ら
己
に
対
す
る
強
い
執
着
が
あ
っ
た
と
は
い
え
、
「
山



の
李
徴
の
ご
と
く
、
詩
の
伝
録
を
家
の
存
続
よ
り
も
優
先
さ

せ
る
よ
う
な
発
想
が
、
果
た
し
て
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
換
言
す
れ

ば
、
当
時
の
士
大
夫
た
ち
に
と
っ
て
、
家
の
存
続
と
詩
の
伝
録
と
は
、

三
者
択
一
で
処
理
し
得
る
よ
う
な
同
一
レ
ヴ
ェ
ル
の
問
題
と
し
て
把

握
さ
れ
得
た
の
か
っ
次
に
、
そ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。

閥
、
詩
と
家
と

す
な
わ
ち
文
学
と
家
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
、
次
の
『
梁

王
鋳
伝
の
記
述
は
、
憾
め
て
示
唆
的
で
あ
る
。

又
興
諸
児
書
論
家
世
集
一
五
、
「
:
:
:
非
有
七
葉
之
中
、
名
徳
重

光
、
爵
位
相
線
、
人
人
有
築
、
如
一
札
口
内
世
者
也
。
沈
少
侍
約
諾

人
一
去
、
立
問
少
好
在
家
之
一
一
一
一
口
、
身
矯
間
代
之
史
、
自
開
問
己
来
、

米
有
爵
位
蝉
聯
、
文
才
相
綴
、
如
王
氏
之
議
者
世

o
b
j・
-
」
(
『
梁

又
諮
児
に
与
ふ
る
警
に
家
世
の
集
を
論
じ
て
一
五
は
く
、
「
:
:

七
葉
の
中
、
名
徳
光
を
一
一
邸
一
ね
、
爵
位
棺
継
、
ぎ
、
人
人
に
集
有
る

こ
と
、
一
札
口
が
内
世
の
如
き
者
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
沈
少
傍
約

つ

人
に
諮
げ
て
去
は
く
、
立
口
少
く
し
て
百
家
の
一
一
一
一
閃
を
好
み
、
身

ら
mm代
の
史
を
為
る
も
、
関
鰯
よ
り
己
来
、
未
だ
爵
位
蝉
聯
と

し
て
、
文
才
相
継
ぐ
こ
と
、
王
氏
の
盛
ん
な
る
が
如
き
者
有
ら

ざ
る
な
り
。
』
と
。
・
・
:
:
」
と
。

こ
れ
は
、
代
々
「
(
文
)
集
」
の
あ
る
こ
と
が
、
「
名
徳
」
や
「
爵

位
」
と
な
ら
ん
で
家
内
の
声
望
を
高
め
る
要
素
と
し
て
重
視
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
六
朝
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
は
、

文
集
の
存
在
は
、
倍
人
の
詩
人
と
し
て
の
評
儲
に
止
ま
ら
ず
、
家
の

評
価
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
意
味
、
が
多
少
異
な
る
も
の
の
、
社
甫
「
宗
武
生

日
(
宗
武
の
生
日
)
」
の
次
の
匂
も
、
詩
を
家
と
の
関
連
で
捉
え
た

発
一
一
一
一
口
と
し
て
興
味
深
い
G

詩
阻
定
書
家
事
詩
は
是
れ
吾
が
家
の
事

人

傍

世

上

借

入

は

伝

ふ

世

上

の

情

「
詩
差
一
昔
家
事
」
と
は
、
恐
ら
く
祖
父
の
杜
審
言
以
来
の
詩
人
の

家
と
し
て
の
伝
統
を
い
っ
た
も
の
で
あ
る
う
。
こ
こ
に
も
、
詩
は
個

人
の
存
在
を
越
え
て
、
受
け
継
ぐ
べ
き
家
の
伝
統
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
諮
問
が
個
人
の
一
許
制
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
家
内
の

声
望
や
評
価
に
ま
で
影
響
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
「
人
虎

伝
」
に
お
い
て
李
徴
が
詩
の
伝
録
を
依
頼
す
る
際
に
い
っ
た
、
「
誠

不
能
列
文
人
之
口
鶴
、
然
亦
賓
簿
於
子
孫
也
。
」
と
の
一
一
一
一
口
も
、
単
な

る
謙
辞
と
の
み
解
す
る
の
で
は
不
十
分
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
そ

れ
は
、
李
徴
と
い
う
人
間
が
こ
の
世
に
存
在
し
た
こ
と
の
証
明
で
あ

る
ば
か
り
で
な
く
i
i
i
む
ろ
ん
そ
れ
が
第
一
義
で
は
あ
っ
た
に
し
て

(76) 



も
1

1

、
自
分
の
家
内
に
対
す
る
評
価
へ
の
配
慮
を
も
含
ん
で
い
た

と
見
な
せ
よ
う
。
当
時
の
士
大
夫
の
側
縞
観
に
照
ら
し
て
み
れ
ば
、

家
の
存
続
こ
そ
は
何
物
に
も
ま
し
て
優
先
す
べ
き
重
要
な
能
命
な
の

で
あ
っ
て
、
詩
も
ま
た
そ
れ
と
は
無
線
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
と

す
れ
ば
、
誌
の
伝
録
を
妻
子
の
生
活
の
援
助
よ
り
も
優
先
さ
せ
る
と

い
う
、
「
山
内
バ
記
」
の
李
徴
の
ご
と
き
発
想
が
成
り
立
つ
こ
と
は
、

実
際
に
一
は
か
な
り
困
難
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

む
す
び

「
山
月
一
一
一
応
」
の
、
平
均
題
を
、
の
不
条
理
性
・
芸
術
に
と
り
つ
か

れ
た
人
間
の
苦
悩
・
「
鰭
病
な
自
尊
心
と
尊
大
な
護
恥
心
」
と
い
う

性
絡
の
悲
劇
の
三
点
に
認
め
、
「
お
の
れ
の
尊
大
な
自
我
故
に
虎
と

化一し、

mm
不
尽
な
生
を
生
き
ね
ば
な
ら
ぬ
男
の
悲
劇
を
通
し
て
芸
術

に
執
す
る
者
の
苦
悩
を
描
い
た
も
の
」
と
結
論
や
つ
け
た
の
は
、
駕
口
ハ

(uv 

雄
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
自
体
に
異
論
を
称
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
た

だ
、
本
橋
で
確
認
し
た
か
っ
た
の
は
、
右
の
よ
う
な
、
主
題
(
近
代
的

自
我
)
の
表
出
が
、
い
か
に
し
て
「
山
月
記
」
に
お
い
て
可
能
に
な

っ
た
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
換
一
一
一
目
す
れ
ば
、
そ
れ
は
主
題
を
支
え

る
プ
ロ
ッ
ト
が
、
い
か
な
る
心
性
を
基
盤
に
発
想
さ
れ
て
い
る
か
と

い
う
問
題
で
も
あ
る
。
材
源
の
「
人
虎
伝
」
と
の
比
較
を
通
じ
て
み

た
場
合
、
「
山
丹
記
」
に
は
、
特
に
裳
穆
へ
の
故
頼
の
瀬
序
に
お
い

て
著
し
い
発
想
の
相
違
が
認
め
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
人
虎
伝
」

の
李
徴
に
は
、
開
明
ら
か
に
儒
教
論
理
に
基
づ
く
前
近
代
的
心
性
、
が
刻

印
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
「
山
月
記
」
の
李
徴
に
は
そ
の
よ
う
な

心
性
と
は
・
異
な
る
近
代
的
側
儲
織
の
反
映
が
認
め
ら
れ
た
。
中
島
敦

は
、
詩
(
文
学
)
に
と
り
つ
か
れ
た
男
の
妄
執
を
形
象
化
す
る
た
め

に
、
一
要
子
の
生
活
の
援
助
と
詩
の
伝
録
の
糠
序
を
入
れ
替
え
た
の
で

あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
と
は
そ
れ
だ
け
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。

作
者
が
そ
の
こ
と
に
ど
れ
だ
け
自
覚
的
で
あ
っ
た
か
は
と
も
か
く
、

こ
の
改
変
に
よ
っ
て
、
李
徴
は
近
代
知
識
人
の
内
面
を
表
出
す
る
に

足
る
人
物
に
な
り
お
お
せ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

李
散
は
中
間
中
世
の
士
大
夫
か
ら
近
代
人
へ
と
転
生
し
た
の
だ
、
な

ど
と
揚
一
宮
一
閃
し
た
ら
、
彼
の
泉
帽
子
の
人
に
伺
た
る
賢
し
ら
と
冷
笑
を
受

け
る
で
あ
ろ
う
か
。
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、正(
1
)
李
徴
が
虎
に
な
る
話
と
し
て
は
、
次
の
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
存

在
が
知
ら
れ
て
い
る
。

①
北
宋
・
李
前
等
撰
明
太
平
広
記
』
巻
間
二
七
「
虎
一
一
」
一
昨
収
「
李
徴
」

(
晩
庸
・
張
読
司
中
島
室
志
』
)

②
明
・
陸
揖
縄
問
古
今
説
海
』
説
端
部
・
別
缶
家
・
壬
集
所
収
「
人

虎
伝
」
(
作
者
欠
名
)

。
溝
'
陳
世
肥
川
輯
『
唐
人
説
蒼
(
癒
代
議
書
)
』
巻
二
十
所
収
「
人
虎
括
い



(
中
賭
，
こ
の
う
ち
、
中
島
敦
が
依
拠
し
た
の
は
、
③
の
『
清
人
説
一
審
』
本

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
②
は
、
内
容
的
に
は

③
と
向
山
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
名
前
が
「
李
微
」
と
「
李
競
」

に
な
っ
て
い
る
点
が
異
な
る
し
、
一
方
、
①
は
最
後
に
虎
の
姿
を
見

せ
る
場
部
が
な
い
な
ど
、
③
に
比
し
て
内
容
が
簡
略
で
あ
る
ば
か
り

で
な
く
、
「
山
月
記
」
の
題
名
の
由
来
と
考
え
ら
れ
る
次
の
七
律
も

載
せ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

似
山
川
狂
疾
成
毘
(
類
、
災
態
相
似
不
可
逃

今
日
爪
一
分
誰
敢
敵
、
議
時
盤
跡
代
ハ
樹
高

我
矯
銀
(
物
建
茅
下
、
活
巳
采
紹
気
勢
一
家

此
タ
渓
山
封
切
月
、
日
小
成
長
噺
但
成
埠

な
お
、
中
島
が
拠
っ
た
明
蔚
人
説
苔
』
本
「
人
虎
伝
」
は
、
塩
谷
温
立
問

蔚
小
説
』
(
国
訳
漢
文
大
成
・
文
学
部
第
十
二
巻
、
国
民
文
庫
刊
行
会
、

一
九
岬
一

O
)
一
市
収
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

(
2
)
「
山
月
記
」
と
「
人
一
虎
伝
」
と
の
比
較
考
察
を
中
心
と
し
た

論
考
と
し
て
は
、
山
邦
達
志
「
「
山
月
記
」
の
比
較
文
学
的
考
察
」

(
明
近
代
文
学
孜
』
創
刊
号
、
一
九
五
一
一
角
)
、
高
田
瑞
穂
「
中
島

敦
鑑
賞

i
名
続
の
新
し
い
評
釈
山
丹
記
」
(
一
)
1
(
閤
)

(
明
間
文
学
』
ア
二
二
…
γ
四
月
号
〔
第
五
巻
第
了
一
一
一
・
問
・
五
号
)
、

一
九
五
九
ム
ハ

O
)
、
山
敷
和
男
「
「
人
虎
伝
」
と
「
山
月
記
」
」
(
『
漢

文
学
研
究
』
第
八
号
、
一
九
六
O
)
、
山
崎
…
穎
「
司
山
月
記
h

論」

(
『
文
態
と
批
評
』
第
八
号
、
…
九
六
丘
)
、
佐
々
木
充
「
中
島
敦
「
山

月
記
」

i
材
源
に
つ
い
て

i
」
(
司
間
文
学
b

去
月
号
(
第
十
一
巻
一
九

号
〕
、
一
九
六
六
)
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
損
川
勝
彦
「
「
山
月
記
」

論
!
二
律
背
反
と
逆
説
の
世
界
i

」
(
『
眉
語
国
文
』
第
四
十
巻
八
号
、

一
九
七
二
、
木
村
一
信
三
山
丹
記
』
諭

i
〈
滅
び
〉
へ
の
恐
れ

i
」

(
明
日
本
文
学
』
第
二
十
四
巻
第
四
号
、
一
九
七
五
)
な
ど
に
も
両
者

を
比
較
し
て
の
考
察
が
克
ら
れ
る
。

(3)
木
村
一
一
信
事
注
(
2
)
前
掲
論
文
。

(
4
)
演
川
勝
彦
、
注

(
2
)
前
掲
論
文
。

(
5
)
山
敷
和
男
、
詑

(
2
)
前
掲
論
文
。

(6)
山
崎
一
穎
、
詑

(
2
)
前
掲
論
文
。

(
7
)
岸
達
志
、
投

(
2
)
前
掲
論
文
。

(8)
佐
々
木
充
、
注
(
ワ
午
前
掲
論
文
。

(
9
)
練
琳
「
飲
馬
長
域
第
行
」
に
「
守
一
男
慢
英
響
、
生
女
時
用
腕
、

君
強
不
見
長
城
下
、
死
人
骸
骨
相
捧
投
」
と
あ
る
。

(
山
)
脇
道
一
冗
『
水
経
桟
b

巻
一
一
一
「
河
水
一
一
…
」
所
引
の
楊
泉
『
物
理
論
』

に
「
秦
始
皐
一
能
家
活
築
長
城
、
死
者
相
腐
。
民
歌
日
、
生
男
慢
勿
襲
、

生
友
崎
潤
腕
、
不
晃
一
長
城
下
、
同
/
骸
相
支
柱
。
其
策
痛
知
此
実
。
」

と
あ
る
。

(
日
)
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
社
帯
「
無
家
別
」
の
結
句
「
人

生
無
家
別
、
問
以
揺
蒸
繋
」
も
、
か
か
る
制
値
観
を
背
景
と
す
る
が

ゆ
え
に
、
民
衆
の
霞
か
れ
た
救
い
よ
う
の
な
い
悲
惨
な
現
実
を
告
発

す
る
厳
し
い
政
治
批
判
の
一
言
辞
と
な
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
m
M
)

紫
口
八
雄
の
『
古
諒
』
に
つ
い
て
」
(
明
言
語
と
文
芸
』

第
一
丘
十
号
、
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(
随
一
一
徳
大
学
短
期
大
学
部
)


